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納
涼
祭
を
終
え
て

８
月
３
日
、
中
央
公
園
で
18

時
30

分
か
ら

納
涼
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
清
和
台
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
で
会
場
の
皆
さ
ん
か

ら
盛
大
な
拍
手
が
あ
り
ま
し
た
。

梅
雨
明
け
以
降
連
日
厳
し
い
暑
さ
が
続
い

て
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
、

盆
踊
り
に
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

し
ま
し
た
が
、
多
く
の
参
加
が
あ
り
、
踊
り

の
輪
が
例
年
以
上
に
広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

会
場
が
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
自
治

会
主
催
の
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
当
選
さ
れ
た

方
に
は
ト
ナ
リ
エ
の
商
品
券
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

事
故
も
な
く
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
、
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
も
感

謝
し
ま
す
。

敬
老
の
お
祝
い

今
年
、
長
寿
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

末
永
く
、
ご
家
族
共
々
、
お
健
や
か
に
過

ご
さ
れ
ま
す
よ
う
心
よ
り
、
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。上

寿
（
百
歳
以
上
）

２
名

白
寿
（
大
正
14
年
生
れ
）

０
名

卒
寿
（
昭
和
９
年
生
れ
）

34
名

米
寿
（
昭
和
11
年
生
れ
）

62
名

傘
寿
（
昭
和
19
年
生
れ
）

１
１
７
名

喜
寿
（
昭
和
22
年
生
れ
）

１
５
８
名

古
希
（
昭
和
29
年
生
れ
）

68
名

計
４
４
１
名

お
祝
い
の
品
を
敬
老
の
日

前
後
に
お
届
け
し
ま
す
。

文
化
祭
の
お
知
ら
せ

文
化
祭
実
行
委
員
会

日
時

11
月
３
日(

日)

10
時
～
15
時
30
分

場
所

清
和
台
南
小
学
校

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
、
作
品
展
示
や
発

表
会
で
皆
さ
ん
に
披
露
し
ま
す
。

清
和
台
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
に
よ

る
演
奏
や
模
擬
店
、
自
治
会
主
催
の
「
お
楽

し
み
抽
選
会
」
で
秋
の
一
日
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

ご
家
族
、
お
友
達
お
誘
い
合
わ
せ
て
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
．

空
き
家
の
問
題
は
早
期
対
応
が
肝
心
で
す
。

些
細
な
悩
み
で
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

月

日

①
９

月
28

日
（
土
）

第
１
自
治
会
館

②
10
月
26
日
（
土
）

第
２
自
治
会
館

時

間

①
②
と
も
10
時
～
12
時

申
込
先

第
２
自
治
会
館

７
９
９
‐
１
３
０
６

問
合
せ
先

空
き
家
対
策
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

（
市
民
相
談
員
）
操
本(

く
り
も
と)

０
９
０
‐
３
８
４
１
‐
８
９
９
０

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

（
相
談
費
無
料
・
要
予
約
）

８
月
１
日

り
ん
ど
う
賞
受
賞

中
西

博
さ
ん
（
赤
松
）

吟
詠
の
振
興
に
永
年
尽
力
さ
れ
ま
し
た

愛する心をつないで 誇れるまちにしよう

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

空
き
家
に
し
な
い
た
め
の

空
き
家
相
談
会

納
涼
祭
実
行
委
員
会

福
祉
・
保
健
部



■
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
８
月
号
」
休
刊

の
た
め
、
役
員
会
だ
よ
り
は
７
月
・
８
月

を
併
せ
て
掲
載
し
て
い
ま
す（

４
６
１
号
）

開
催

７
月
21

日

［
議
題
報
告
事
項
］

・
〈
会
議
〉

・
７
月
13
日

部
長
会

・
７
月
20
日

3
自
治
会
情
報
交
換
会

・
７
月
21
日

納
涼
祭
打
合
せ
全
体
会
議

〃

役
員
会

・
〈
行
事
〉

・
７
月
27
日

青
パ
ト
e
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
習

・
〈
そ
の
他
〉

・
清
和
台
指
定
地
区
水
路
清
掃
（
近
隣
住
民

へ
お
知
ら
せ
配
布
、
７
月
中
旬
～

・
会
員
減
少
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
編
成
に
課
題

［
各
部
報
告
］

（
総
務
部
）

・
６
月
度
部
長
会
、
役
員
会
の
準
備
、
後
片
付

け
、
議
事
録
作
成

・
清
和
台
４
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
ま
と
め

（
広
報
部
）

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」
７
月
号
（

339

号
）

発
行
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
・
広
報
板
管
理

（
環
境
部
）

公
園
管
理

・
以
前
よ
り
問
題
の
雨
堤
公
園
の
桜
の
枝
保
全

と
ゴ
ミ
捨
て
防
止
の
た
め
の
整
備
、
及
び
４

つ
の
公
園
の
朽
ち
木
は
処
理
完
了

・
他
に
、
各
公
園
に
お
け
る
ゴ
ミ
捨
て
防
止
対

策
及
び
回
収
・
ベ
ン
チ
の
老
朽
化
、
東
屋
屋

根
の
修
理
な
ど
を
公
園
緑
地
課
に
依
頼
済

街
路
樹
他

・
ミ
ラ
ー
に
か
か
っ
て
い
る
街
路
樹
、
大
き
く

な
り
す
ぎ
た
樹
木
、
空
き
家
の
樹
木
に
よ
る

近
隣
住
民
へ
の
迷
惑
な
ど
行
政
に
対
処
依
頼

資
源
回
収
事
業

6
月
度
実
績

32

・
3
ト
ン
（
前
年
比
99

％
）

（
福
祉
・
保
健
部
）
・
6
月
度
慶
弔
関
係

・
結
婚
２
件
・
新
生
児
２
件
・
お
悔
や
み
５
件

（
文
教
部
）

・
横
断
幕
す
べ
て
異
常
な
し

・
も
の
作
り
行
事
（
サ
ボ
テ
ン
テ
ラ
リ
ウ
ム
）

８
月
８
日
開
催
の
準
備
、
７
月
号
別
紙
案
内

（
体
育
部
）

・
可
搬
式
消
火
ポ
ン
プ
点
検
に
５
名
参
加

（
安
全
部
）

防
犯
カ
メ
ラ

・
点
検
異
常
な
し
（
業
者
点
検
）

交
通
（
人
身
）
事
故

・
6
月
11
日

西
４

車
ｘ
自
転
車

追
突

15
日

西
１

自
転
車

転
倒
自
損

道
路
管
理

・
東
４
歩
道
の
ポ
ー
ル
折
れ
、
復
旧
済

（
会
館
運
営
部
）

・
５
自

エ
ア
コ
ン
切
り
忘
れ
注
意
済

他

（
４
６
2
号
）

開
催

８
月
18

日

［
議
題
報
告
事
項
］

・
〈
会
議
〉

・
８
月
10

日

部
長
会

・
８
月
18
日

役
員
会

・
９
月
1
日

三
役
会

・
９
月
７
日

部
長
会

・
９
月
15

日
（
日
）
役
員
会

・
10
月
20

日
（
日
）
役
員
会

（
第
４
自
）

〃

下
期
班
長
会

（
〃
）

・
〈
行
事
〉

・
７
月
20

日

3
自
治
会
情
報
交
換
会

・
７
月
27
日

青
パ
ト
講
習
会
（
参
加
17
名
）

・
８
月
３
日

納
涼
祭
（
１
面
参
照
）

・
８
月
8
日

も
の
作
り
行
事
（
下
欄
参
照
）

・
11
月
3
日
（
日
）
文
化
祭
（
南
小
に
て
）

（
1
面
別
紙
）

・
敬
老
の
お
祝
い
対
象
者
増
（
１
面
参
照
）

・
〈
そ
の
他
〉

・
上
期
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

意
見

要
望
（
別
紙
）

・
自
治
会
会
則
等
、
今
後
の
見
直
し
に
つ
い
て

・
下
期
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
11
月
16
・
23
日
予
定

・
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

８
月
1
・
22
・
30

日
実
施

［
各
部
報
告
］

（
総
務
部
）

・
７
月
度
部
長
会
、
役
員
会
の
準
備
、
後
片
付

け
、
議
事
録
作
成
、
各
種
伝
票
発
行

（
広
報
部
）

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」
8
月
号
休
刊

・
広
報
板
管
理
（
６
カ
所
）

（
環
境
部
）

公
園
管
理

・
各
公
園
の
樹
木
剪
定
、
ゴ
ミ
処
理
、
ベ
ン
チ

不
具
合
修
理
な
ど

街
路
樹
他

・
水
路
清
掃
７
月
16
日
～

・
各
所
の
ミ
ラ
ー
遮
る
街
路
樹
は
10

月
に
一
斉

伐
採
予
定
、
歩
道
の
雑
草
除
去
は
依
頼
済
、

緑
地
帯
樹
木
、
空
き
家
の
張
り
出
し
も
行

政
に
依
頼
済

資
源
回
収
事
業

７
月
度
実
績

34

・
1
ト
ン
（
前
年
比
92

％
）

（
福
祉
・
保
健
部
）
・
７
月
度
慶
弔
関
係

・
結
婚
２
件
・
新
生
児
１
件
・
お
悔
や
み
６
件

・
献
血
実
施

ト
ナ
リ
エ
清
和
台

（
文
教
部
）
・
横
断
幕
点
検

異
常
な
し

・
サ
ボ
テ
ン
テ
ラ
リ
ウ
ム
開
催
30
名
参
加

（
体
育
部
）
・
納
涼
祭
関
連
に
応
援
協
力

（
安
全
部
）

防
犯
カ
メ
ラ

・
５
号
基
樹
木
繫
茂
処
理

交
通
（
人
身
）
事
故
、
犯
罪

・
な
し

道
路
管
理

・
県
道
一
部
に
安
全
ミ
ラ
ー
設
置
依
頼
、
ス
ピ
ー

ド
注
意
掲
示
板
対
応
依
頼

（
会
館
運
営
部
）

・
３
自
敷
地
内
不
法
駐
車
有
貼
紙
及
び
通
報
済

・
他
１
・
２
・
４
・
５
自
会
館
、
異
常
な
し

せいわだいにゅ～す 令和６年９月８日（２）

新
入
会
員

７
・
８
月
度

２

世
帯

役
員
会
だ
よ
り

役
員
会
だ
よ
り



交
通
安
全
講
習
会安

全
部

恒
例
の
交
通
安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
川
西
警
察
署
交
通
課
よ
り
お
越
し
い

た
だ
き
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
お
話
を
い

た
だ
き
ま
す
。
多
数
の
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

10
月
20
日
（
日
）

14
時
～
16

時

場

所

第
４
自
治
会
館

献
血
の
お
礼

献
血
推
進
協
議
会

７
月
20

日
、
ト
ナ
リ
エ
清
和
台
で
は
暑

い
中
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

受
付
数

76
人

２
０
０
ml

２
人

４
０
０
ml

67
人

学
校
プ
ー
ル
開
放

＆
水
鉄
砲
大
会

体
育
部
会

本
年
度
の
プ
ー
ル
開
放
は
、
清
和
台
ス

イ
ミ
ン
グ
『
N
S
I
』
を
利
用
し
、
夏
休

み
期
間
の
日
曜
日
を
基
本
に
計
8
回
開
催

し
ま
し
た
。
従
来
と
違
い
屋
内
プ
ー
ル
で

子
ど
も
達
も
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
従

来
と
違
う
プ
ー

ル
開
放
の
た
め
、

新
た
に
両
小
学

校
で
水
鉄
砲
大

会
を
開
催
。

ぶ
ら
下
げ
ら

れ
て
い
る
景
品

を
落
し
た
り
、

赤
・
青
に
別
れ
て
水
鉄
砲
合
戦
、
突
然
の

怪
獣
出
現
に
水
鉄
砲
で
攻
撃
？
等
々
。
日

頃
と
違
う
遊
び
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

（3） せいわだいにゅ～す 令和６年９月８日

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

(

敬
称
略
）

６
月

伊
関

春
奈

西
２

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

(

敬
称
略
）

５
月

松
永

琉
来

東
２

り
く

と

ふ
れ
あ
い
広
場

日

時

10
月
３
日

13
時
30
分
～

場

所

第
４
自
治
会
館

［
歌
声
喫
茶
］
岡
村
陽
子
さ
ん
の

ピ
ア
ノ
伴
奏
で
唄
い
ま
し
ょ
う
！

※
飲
物
は
ご
持
参
く
だ
さ
い

「
和
」
カ
フ
ェ

な
ご
み

日

時

10
月
20
日
（
日
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

第
１
自
治
会
館

内

容

バ
ー
チ
ャ
ル

モ
グ
ラ
た
た
き

参
加
費

１
０
０
円

※
清
和
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
介
護
相
談
」
が
あ
り
ま
す

９
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

月
間
に
伴
う
関
連
行
事

日

時

９
月
18
日
（
水
）

10
時
～
15
時

場

所

１
階
オ
ア
シ
ス
前
広
場

内

容

地
域
の
取
り
組
み
、
認
知
症
に

つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
示

認
知
症
カ
フ
ェ

「
ひ
と
や
す
み
カ
フ
ェ
」

時

間

13
時
～
15
時

場

所

１
階
オ
ア
シ
ス
前
広
場

フ
レ
バ
ー
テ
ィ
、
お
菓
子
付
き

※
清
和
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
「
介
護
相
談
」
が
あ
り
ま
す

さ
ん
り
ん
し
ゃ

日

時

10
月
23
日
（
水
）

10
時
～

場

所

友
楽
園

内

容

さ
つ
ま
い
も
掘
り

（
小
雨
決
行
）

持
ち
物

飲
物
、
長
靴
、
ス
コ
ッ
プ
、

軍
手
、
タ
オ
ル

等

対

象

未
就
園
児
と
保
護
者

※
参
加
費
無
料
、
予
約
不
要
で
す

※
全
て
の
行
事
に
マ
ス
ク
着
用
で

お
願
い
し
ま
す

状
況
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ

マ

ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

福

祉

だ

よ

り

手をつなぎ こころ育てる 福祉の輪・話・和
わ わ わ



せいわだいにゅ～す 令和６年９月８日（４）

起立性調節障害は主に小学生高学年から中

学生・高校生に好発し、起立時にめまい、動悸、

失神などが起きる病気です。読者の皆さんには

あまり関係ない病気ですが、降圧薬内服後の立

ちくらみにも関係するので、話題にさせてもら

います。

起立性調節障害は中学生の約10％が罹患す

るといわれていますが、医師も含め認知度は低

く、テレビで無知なお医者が、朝起きることが

できない子どもは怠け者と発言するのを見たこ

とがあります。しかし、起立性調節障害はあく

までも病気で、根性や努力で改善するものでは

ありません。

子どもにとっては自分に責任ない病気のせい

で、朝起きられず、怒られていてはたまりませ

ん。通常、臥位の状態から急に立ち上がると、

血液は重力の影響で下肢の方向に流れ、脳血流

が低下しますが、その脳血流低下を交感神経の

働きでコントロールします。

起立時には交感神経が働き、心臓の収縮や鼓

動は強くなり、下肢の血管を収縮させ脳血流を

維持します。しかし、起立性調節障害の子ども

は自律神経のバランスが崩れています。結果と

して起立時に脈拍や血圧が異常な反応を示し脳

虚血により様々な症状が出現するのです。

また、降圧薬を内服している方は、降圧薬の

多くが動脈を拡張する働きのため、起立時に交

感神経が動脈を収縮させようとしても、収縮反

応が悪く、血液が下半身に流れ、脳虚血を来し

ます。ただ、この降圧薬による起立時の脳虚血

について、75歳以上の高齢者では、降圧薬に

より立ちくらみが出ると、フレイルや転倒、骨

折がでて予後を悪化させるのに対して、75歳

未満では立ちくらみが出ても、それを我慢して

降圧薬を飲み続けた方が健康寿命が改善するこ

とが分かってきました。

次回も起立性調節障害のお話です。

診察室からⅡ（101） 起立性調節障害
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異

文

化

見

聞

録

暑
い
季
節
と
な
っ
て
く
る
と
、
ど
こ

か
ら
か
聞
こ
え
て
く
る
の
が
ジ
ョ
ッ
キ

の
音
と
「
カ
ン
パ
〜
イ
」
の
声
。
「
乾

杯
」
は
、
杯
が
乾
い
て
い
る
と
書
き
ま

す
。
中
国
で
は
干
杯
（
カ
ン
ペ
イ
）
と

書
き
ま
す
が
、
意
味
は
同
じ
杯
が
干
上

が
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
空
っ
ぽ
と
い
う

こ
と
で
す
。

こ
の
言
葉
を
か
け
て
飲
ん
だ
と
き
は
、

お
互
い
が
全
て
飲
ん
だ
証
に
杯
の
底
を

見
せ
合
っ
て
杯
が
干
上
が
っ
て

い
る
こ
と
を
見
せ
ま
す
。
乾
杯

は
日
本
で
言
う
一
気
飲
み
と
同

じ
意
味
と
な
り
ま
す
。

中
国
で
は
基
本
的
に
お
酒
は

一
人
で
飲
む
も
の
で
な
く
誰
か

を
誘
っ
て
飲
む
の
が
基
本
で
す
。

そ
の
時
乾
杯
の
言
葉
で
飲
む
量

を
確
認
し
ま
す
。
半
分
飲
む
場
合
「
半

杯
（
バ
ン
ペ
イ
）
」
好
き
な
量
を
飲
む

場
合
は
「
随
意
（
ス
ェ
イ
）
」
文
字
通

り
随
意
に
飲
む
と
な
り
ま
す
。
中
に
は
、

「
サ
ン
ペ
イ
」
と
言
っ
て
、
立
て
続
け

に
杯
を
３
杯
も
重
ね
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。中

国
の
宴
会
で
は
強
い
お
酒
が
供
さ

れ
る
場
合
が
多
く
同
じ
よ
う
に
飲
ん
で

い
る
と
、
大
変
な
こ
と
に
な
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。
（
中
に
は
得
体
の
知

れ
な
い
強
い
お
酒
も
あ
り
ま
す
）

酒
席
で
、
酌
み
交
わ
す
時
の
言
葉
は

国
に
よ
っ
て
様
々
で
す
が
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
で
は
「
ナ
ス
ド
ロ
ビ
ェ
」
。
イ
タ
リ

ア
で
は
、
「
サ
ル
ー
テ
」
と
言
い
な
が

ら
コ
ッ
プ
の
底
面
を
テ
ー
ブ
ル
に
タ
ッ

チ
し
て
か
ら
飲
み
ま
す
。
又
、
イ
ス
ラ

ム
の
国
で
す
が
シ
リ
ア
で
は
「
サ
ッ
ハ
」

と
掛
け
声
を
か
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
国
で
同
じ
様
に

発
声
し
て
飲
ん
で
い
ま
し
た

が
、
誰
か
が
ク
シ
ャ
ミ
を
し

た
時
に
皆
ん
な
が
一
斉
に
、

こ
れ
ら
の
言
葉
を
か
け
て
い

ま
し
た
。
こ
の
飲
む
時
に
か

け
て
い
る
言
葉
の
意
味
は

『
健
康
に
』
で
し
た
。
日
本
で
も
酒
は

「
百
薬
の
長
」
と
言
わ
れ
て
い
る
通
り
、

飲
む
こ
と
は
万
国
共
通
の
意
味
を
持
つ

飲
み
物
な
の
で
し
ょ
う
か
？

東
４

木
村

裕

乾

杯


